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再評価個表 

事 業 名 道路改築事業 事業主体 愛媛県 

施設･工区名等 一般県道今治
いまばり

丹原
たんばら

線 事業箇所

自：今治市
いまばりし

延喜
えん ぎ

 

至：今治市
いまばりし

高橋
たかはし

 

事業主旨 

幅員狭小、交通不能区間等をバイパス整備により解消し、今治新都市開

発整備事業との連携による地域の活性化、自動車交通の利便性および安全

性の確保、歩行者及び自転車の安全性の確保、救急医療施設（二次医療施

設）へのアクセスの向上、迅速な消火活動の向上等を図る。 

再評価の 

実施理由 
事業採択後１０年が経過して継続中 

１．地域の概要 

一般県道今治丹原線は、産業、居住や教育など、多機能な市街地を整備している今治新

都市と、国道１９６号及び国道３１７号を直結する路線である。 

当該箇所の中央付近には、地方都市開発整備事業として、今治新都市開発第１地区が計

画されており、この今治新都市へのアクセス道路の整備が急務となっている。また、今治

市の主要路線である国道１９６号及び国道３１７号を繋ぐ重要な区間であるにも関わら

ず、相互通行できない幅員狭小区間や交通不能区間があるなど、日常生活に支障をきたし

ている。 

２．事業概要及び事業経緯 

事業採択 平成１２年度 完成予定 平成２２年度 

用地着手 平成１３年度 工事着手 平成１５年度 

全体事業費 ４，４００百万円(うち用地補償費：１，３９３百万円) 

(1)事業概要 
計画延長３．０ｋｍ、１工区 神宮 車道幅員６．０ｍ（総幅員１４．０ｍ）

          ２工区 高橋 車道幅員６．０ｍ（総幅員１７．０ｍ）

(2)事業経緯 

平成１２年度   都市計画決定 

平成１２年度   事業採択 

平成１３年度   用地着手 

平成１５年度   工事着手 

平成１８年１０月 一部供用開始（第１工区 Ｌ＝１．０km）  

平成１９年 ３月 一部供用開始（第２工区 Ｌ＝１．０km）  

平成２１年 ３月 一部供用開始（第１工区 Ｌ＝０．７km）  
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３．事業の必要性及び整備効果等 

(1)事業の必要性及び整備効果  

 

【今治新都市開発整備事業との連携による地域の活性化】 

今治丹原線の整備により、今治新都市（第 1地区）と当該地域の主要幹線道路である国

道 196 号、国道 317 号を連絡するルートが新たに形成され、新都市へのアクセスが向上す

る。 

また、（都）神宮高橋線や（都）矢田高橋線をはじめとする周辺道路とともに当該地域

における道路網（交通軸）として機能することにより、今治新都市の拠点性が高まり、地

域の活性化に貢献する。 

 

【自動車交通の利便性及び安全性の確保】 

神宮～矢田間の交通不能区間が解消するとともに、現道の幅員狭小、線形不良区間が解

消されることにより、沿線地域における道路利用者の交通利便性、安全性が大幅に向上す

るとともに、今治新都市（第１地区）へのアクセスが向上する。 

 

【歩行者、自転車の安全性の確保】 

自転車歩行者道が整備されることにより、歩行者、自転車が通行する際の安全性が大幅

に向上する。 

また、乃万小学校に通学する児童の安全性が向上する。 

 

【救急医療施設（二次医療施設）へのアクセスの向上】 

神宮～矢田間の交通不能区間が解消するとともに、現道の幅員狭小、線形不良区間が解

消されることにより、当該路線の走行性が向上し、救急車、自家用車による搬送時間が短

縮されるとともに、自動車の加減速や横揺れが低減し、患者への負担が軽くなるなど、地

域の安全・安心が向上する。 

 

【迅速な消火活動の向上】 

神宮～矢田間の交通不能区間が解消するとともに、現道の幅員狭小、線形不良区間が解

消されることにより、自動車どうしのすれ違いが容易となり、火災発生時において消防車

の到着が早くなるなど、迅速な消火活動が可能となり、地域の安全・安心が向上する。 

(2)事業を巡る社会経済情勢等の変化  

・平成 17 年 1 月 16 日に、今治市、朝倉村、玉川町、波方町、大西町、菊間町、吉海町、宮

窪町、伯方町、上浦町、大三島町、関前村が合併して新「今治市」が誕生した。 

・今治新都市第 1地区土地区画整理事業について、平成 12 年 4 月に都市計画決定、平成 15

年 4 月に事業計画・施行規定の認可（国土交通省）、平成 15 年 8 月に工事着手されている。
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４．事業の進捗状況及び進捗の見込み 

(うち用地補償費) 

Ｈ２１末投資事業費 

(１，３９３百万円) 

４，３５９百万円 

〔進捗率：１００％〕（事業費換算） 

〔進捗率：９９．１％〕（事業費換算）

(1)未着工又は事業が長期化している理由  

道路予算の大幅な削減や現在未供用区間で一部の用地買収が難航したため。 

(2)これまでの整備効果  

平成２１年３月末までに全体計画３．０km のうち２．７km を供用しており、残る区間は、

乃万小学校前の０．３km のみとなっている。 

(3)事業の進捗の見込み  

改良工事を推進し、平成２２年度の全線供用を目指す。 

５．事業の投資効果（費用対効果分析） 

【事業全体】 

Ｃ：総費用＝ ４，８８８百万円 

      ・事業費      ４，８４１百万円 

・維持管理費       ４７百万円 

   Ｂ：総便益＝１２，７４７百万円 

・走行時間短縮便益 １１，１９３百万円 

      ・走行経費減少便益  １，５１３百万円 

・交通事故減少便益     ４１百万円 

 

    Ｂ／Ｃ＝１２，７４７／４，８８８＝２．６１ 

 

  【残事業】 

Ｃ：総費用＝ ２１百万円 

      ・事業費         １６百万円 

・維持管理費        ５百万円 

   Ｂ：総便益＝ ３，３７６百万円 

・走行時間短縮便益 ３，０６７百万円 

      ・走行経費減少便益   ２８８百万円 

・交通事故減少便益    ２１百万円 

 

    Ｂ／Ｃ＝３，３７６／２１＝１６２．９０ 

    ※端数処理の関係で合計が合わない場合がある。 
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６．コスト縮減や代替案立案等の可能性 

 

・他事業との行政調整を行い、発生した残土を他工事の盛土材として有効利用するととも

に運搬距離を短縮することにより、コスト縮減を図っている。(縮減額約 60,000 千円)

・切土工事において、法面の表面処理を法枠工から厚層基材（種子）吹付工に変更するこ

とでコスト縮減を図っている。（縮減額約 100,000 千円） 

 

７．そ の 他 

 

・第五次愛媛県長期計画 後期実施計画（優先施策：県内地域間を結ぶ交通体系の充実）

に位置づけられている。 

・今治新都市開発整備事業（今治新都市第 1地区）において、開発地域と主要幹線道路（西

瀬戸自動車道今治 IC、国道１９６号、国道３１７号）を連絡するルートを形成する。

・今治広域都市計画区域マスタープランにおいて、既成市街地内の渋滞解消を目的とした

区域内道路ネットワークの骨格となる路線と位置づけられている。 

・今治市都市計画マスタープランにおいて、今治市西部地域の都市内交通軸に位置づけら

れている。 

 

８．対応方針（素案） 

 

本事業を『継続』としたい。 

 

１ 十分な精度で計測が可能でかつ貨幣換算価値化が可能とされている３つの便益を用

いてＢ／Ｃを算出した結果、全事業Ｂ／Ｃ、残事業Ｂ／Ｃ共に 1.0 以上である。 

 

２ 費用便益比にて計上されている３便益以外に以下に示す整備効果が見込まれる。 

①今治新都市開発整備事業との連携による地域の活性化が期待できる。 

②自動車交通の利便性および安全性が向上する。 

③歩行者、自転車の安全性が向上する。 

④救急医療施設（二次医療施設）へのアクセスが向上する。 

⑤迅速な消火活動が可能となる。 

 

  以上を総合的に判断し、継続としたい。 

 

 


